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て で 帳消し に ! 


2022 年 ら 月 1 日 、 ポー ラン ド ・ 
ワルシャワ の メー デー に 参加 し た 
ウクライナ 「 社 会 運動 」 と ボーラ 
ンド の 進歩 政党 「razem」 (共に ) 
は ウクライナ 債務 の 帳消し を 訴え 
る バナ ー。razem の 横断 幕 に は 
「 ア パー ト ! 」「 仕 事 ! 」「 ま と も 
な 賃金 ! 」 


https://www greenleft.org.au/content/razem- 
building-left-alternative-poland 


「 現代 の ウクライナ は 完全 に ロシア 、 正 確 に は 共 
産 主 義 の ロシア に よっ て つく られ だ 。 レ ー ニ ン 
や 同志 だ ち が ロ シア の 歴史 的 領土 を 切り 離す と 
いつ 万 法 で つく っ た だ 。」 


/ 


プー チン 2oO22 年 2 月 21 日 テレ ビ 演 説 


謙 2 放 「 フ クラ イナ は 、 ウ クラ イナ 人 の 労働 者 と 働く 農民 
庫 『 の 地 で ある 。 ウ クラ イナ に お いて 統治 し 、 指 導 し 、 

| この 地 で 新しい 生活 を 打ち 立て る 権利 を 持つ の は 、 
還 靖 痕 これ ら の 人 尺 の み で ある 」。 


トロ ツキ ー 1919 年 11 月 3O 日 革命 評議 会 議長 ・ 陸 海軍 人 民 委 員 


旧 帝政 ロシア 将軍 デニ ー キ ン 軍 に 対す る 総 攻撃 を 前 に し た 赤軍 兵士 ら へ の 訓示 


近代 史上 最初 の 女性 の 政府 首班 エフ ゲニ ア ・ ボ ッシュ (1879- 1925 年 ) 


務 委員 (内 閣 首 班 ) に 選出 され ほど の 逸材 。 


反 軍 扇動 の 名 手 で あり 、 ウ クラ イナ ・ ソ ヴィ エト (1917 年 12 月 @ ハ リコ フ ) で 人 民 書 記 局 の 内 務 委 
1923 年 以降 は 左翼 反対 派 へ ・・・ ジ ュ デ ィ ー・ コ ックス 著 『 女 た ち わ の レポ リュ ーション ーー ロシア 革 病 1905 て 1917』 (作品 社 ) 
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tT, 
HCEPASAME HAFCIRFETAPITDY wet 


ウクライナ ・ ヘ ルソン 県 オデ ー サ 郡 ア ジ ギ オ ル 村 ( 現 ム ィ コ ラー イ ウ 州 ) の ドイ ツ 系 入植 者 の 家 に 生ま れる 。1901 年 ロシア 社会 民主 労働 党 (の ちの ボリ シェ ビ キ ) 


に 入党 、191 1 年 か ら キ エフ 地区 委員 会 
月 革命 で は ウクライナ 野獣 師団 へ の 扇動 


ジュ ティ ・ コ ックス + 


Lb ADTEM (CEPFEEBJ 中 A 
HADKEKDETAP BTPCTIPAS AADOIMIY が TWDWigWi DGGNuocr 
CKPHITHNK HA 
HAD で EK P に TA Pat 


曹 休 を な し た の は 、 

男 た ち だ け で は な い 

摩 史 の 忘却 か ら 、 
彼女 た ち を 呼び 戻す ! を 2 科 


させ る の は [| 例外 的 な 」 女 性 た ちの い ド 
ヲ ( < | 


999%% の た め の フ ェ ミ ニズム 宣言 | 共著 者 


BE ACM Cc に 
に 0 3 い 0 , < 
OHD 2. weeoe A E UIAXPAN BM レー ニン に 先んじ て 事 合 に 身 を 投じ た 結 ア ン ナ を 含む 9 人 の 列伝 を 4 和 凍 

間 N 電 = 42 4 は AE 


Vp に 
AM AFCENEETAP fiechkez CIRNM = 


の 書記 を 務め 12 年 授 捕 さ れ イ ルク ー ク ツ ヘ へ 流刑 、14 年 逃亡 し 、 日 本 経由 で アメ リカ へ 亡 病 。17 年 2 月 革命 で 帰国 、10 
オル グ で 名 を は せる 。 12 月 に ハリ コ フ で 開催 され た ウクライナ ・ ソ ビエ ト 大 会 で 初代 の 人 民 書 記 局 (政府 ) の 首班 に 選出 。 


18 年 1 月 に キエフ に 進攻 し た 赤軍 参謀 長 ハ ラヴ ィ ヨ フ (社会 革 症 沈 左 派 三 左 買 エ スエ ル ) の 赤色 テロ を 非難 し 逮捕 し た 。18 年 3 月 、 ロ シア と ドイ ツ の 講和 ( ブ 


レス ト 講 和 ) に よっ て 首班 辞任 。 ド イツ ・ オ ー ス トリ ア の 侵略 軍 お よび ウクライナ 人 民 共 和 
渦中 に 自殺 。 義 理 の 息子 は ウクライナ 人 作家 ミ ハ イ ロ ・ コ チュ ビン スキ ー の ) 


国 (ラー ダ ) 軍 と 戦 つ 。23 年 に 左翼 反対 派 に 合流 。25 年 、 喘 息 の 病 の 
因子 の ユー リー・ コ チュ ピン スキ ー (1837 年 スタ ー リ ン の 大 粛清 で 処刑 ) 


ワク ライ ナ の 左翼 MA a 


| 「 ク ルム スキ ー (クリ ミア の 人 )」 こ と いう 活動 名 だ っ た ア 
| | a AE 当 ツ ノエ C3~1927); 

ya ] 1 1923 同 遇 し た だ た 「 ヨ ッ フ ェ ・ 後 藤 新平 会 設 」 で 知ら れ 
| る 。 娘 の ナジ ュ エ ジュ ダ ・A・ ヨ ッ フ ェ (1906~1999 
| 年 ) も 左翼 反対 派 と し て 活動 し 、1956 年 まで 極東 に 流 
| 刑 に な っ た 。 彼 女 の 回 想 録 も いい 。 


ロー マン ・ オ シボ ビッチ ・ ロ ズ ド ルス キー (1898 年 
~1967 年 )。 日 本 で は 『 資 本 論 成 立 史 』 (人 生 4 冊 、 法 略 
政 大 学 出版 ) で 知ら れる 。 東 ガ リシア 共産 党 中 央 委員 、 

トロ ツキ スト 非難 決議 に 賛成 せ ず 除 沖 。 ド イツ 、 オ ー 
スト リア な ど で マ ルク ス ・ エ ン ゲ ルス 関連 の 文献 収集 
を 経て 、 ナ チ ス ドイ ツ 支 配下 の ガリ チア で 労働 者 向け ー ュ 
の パン フ を 配布 し 1943 年 に ゲ ザ シ ュ タ ボ に 逮捕 され る 。 アウ シュ ビッツ な ど を 生 
き 延 び 、 戦 後 ア メリ カム へ 移住 。 ウ クラ イブ ナブ 関連 で は 1986 年 執筆 の Engels and 
| 著者 (AA・ TE Fn は 、 the Nonhistoric’ Peoples: the National Question in the Revolution of 1848 (エン 

Fd Fe ゲル ス と 「 歴 史 な き 民 族 」 : 1848 年 革命 に お ける 民族 問題 ) も 重要 。 


(参考 ) Ernest Mandel (1968): 〇 On Roman Rosdolsky (1898-1967) https:/Awwjiire.org/node/ 1062 
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ユー ロ ・ マ イダ ン (2014 年 ) で 輩 闘 する 「 左 翼 反 対 派 」 か ら 「 社 会 運動 」 へ 


2014 年 3 月 8 日 キエフ ・ マ イダ ン の 女性 ソト ー ニ ャ (分 隊 ) か ら 


の 


3 ウクライナ で は 3 月 8 日 の 国際 
用 上記 語 女性 デー は 、 ソ 連 の 伝統 に 従っ て 


「 女 性 の 美 し さ ・ 優 し さ の 日 」 と 
し て 祝 わ れ て きた 。 ユーロ マイ ダ 


放 記 ン の 新た に 結成 され た 「 女 性 ソト 


ー ニ ャ 」 (分 隊 ) は 、 女 性 た ちの 


連帯 と いう 国際 女性 デー の 本 来 


の 趣旨 の 行動 「 マ イダ ン の 女性 - 
クリ ミア の 女性 へ 」 を 組織 し た 。 
女性 ソリ トー ニャ は 、 ユ ー ロ マイ ダ 
ン で も 見 られ だ 「 男 は バリ ケー ド 
へ 、 女 性 は 屋内 で サン ドイ ッ チ を 
作れ 」「 女 性 た ち は 活 動 家 た ち が 
喜ぶ よう な 笑顔 を 作っ て くだ さ 
い 」 と いっ た ジェ ンダ ー 差 別 ) に 
激怒 し た フェ ミニ スト と 活動 的 
な 女性 の イニ シア チ ブ と し て 現 
れ た 。 この 取り 組み は 、 女性 が 男 
性 と と も に 革命 を 起こ す と 主張 
し 、 ユ ー ロ マイ ダン に お ける あら 
ゆる 種類 の 女性 の 存在 を 可視 化 
する こと を 目的 と し た 。 
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「 百 回 の 選挙 より も 一 回 の 革 西 を! 」 
支配 者 は 変わ っ た が オリ ガル ヒ 資 本 主義 は 続い て る :「 社 会 運動 」 綱領 の 声明 より (2014 年 12 月 ) 

https://rev.org.ua/prograrmna-Zayava/ 
2014 年 2 月 の マイ ダン 革命 の 渦中 で 「 社 会 変 澤 に 向け た 10 の プロ グラ ム 」 https://rev.org.ua/ 12-punktiv/ (の ち 
に 12 に 拡大 ) を 掲げ て た た か うう 左翼 反 対 派 グル ー プ や フェ ミニ スト 左翼 ら が 2015 年 5 月 1 日 「 ソ ツィ アル ニ イ ・ ル 
フ 」 (社会 運動 ) を 結成 。5 月 25 日 キエフ 市 議会 選挙 に く <Acam6nea couianbHoipeBonoui? (社会 
革命 アッ セン ブリ ア ) の 選挙 リス ト で 3 人 を 擁立 。「 直 接 民 王 王 義 」「 公 開会 計 」「 ソ ー シ ャ ル ・ ジ ャ ステ ィ ス 」 を 掲げ た 。 


を な せ 債 務 な の か 


「 融資 と いつ 形 の 援助 は 、 債 権 者 に 国家 を 従わ むせ る だ た め の 天 急 頭 」 


エリ ッ ク ・ ト ウゥ ウー サン (不当 債務 帳消し 委員 会 
「 債権 者 に 抵抗 せよ 」 20O23 年 5 月 17 日 


https://www.cadtm.org/Ukraine-Resister-aux-creanciers 


「 ウ クラ イナ の 同盟 国 が 与え た 金融 援助 の 大 部 分 は 融資 で 構成 さ 
れ て お り 、 こ れ は 新た な 借金 を 意味 し ます 。 EU が 2022 年 1 1 
月 に 発表 し た 最大 18O 億 ユー ロ の ウクライナ 支援 策 は 、 利 子 付 
き で 全額 返済 され る 融資 と し て 徐 尺 に 実施 され ます 。 ウクライナ 
政府 は 満足 し て いま す が 、 現在 の 発表 に よれ ば 約 10 年 後に 返済 
が 始ま る た め 、 こ れ は ウクライナ の 人 尺 に と っ て 『 毒 の ある 贈り 
物 』 で す 。 こ れ は 、 多 額 の 資金 吉 要 が ある が 、 現 在 の 政府 の 任期 
中 に 返済 が 始ま ら な い の で 、 借 金 し めす いこ と を 意味 し て いま す 。 
債務 返済 の 負担 は 今後 の 政府 に 課 Ok 

せら れ 、 ぞ れ は 選 然 的 に 庶民 に 課 
せら れる こと に な る の で す 。EU や 
IMF か ら の 融資 と いう 形 の いわ ゆめ レレ 
る 援助 は 、 債 権 者 に 国家 を 従わ せ 5】 コミ 4 
る た め の 専 触 頭 な の で す 」 AI IM 


(参考 ) 戦後 の 債務 の 鎖 の 歴史 


エリ ッ ク ・ ト ウゥ ー サ ン 著 『 世 界 銀行 その 隠さ れ た アジ ェ ン ダ 』 

「195O 年 代 か ら 6O 年 代 に か け て 、 天 然 資源 や 住民 を 搾取 し 、 宗 主 国 の 支配 層 を 
富 ま せる た め に 植民 地政 府 が 実施 する プロ ジェ クト に 世銀 は 融資 を 続け た 。 植 民 地政 
府 が 、 宗主国 の 決定 に 従っ て 世銀 か ら 借り た 債務 は 、 後に 新しく 独立 し た 国 の 政府 に 
引き 継が れ た 。」 


「 世 銀 の 独裁 体制 支援 は 財政 援助 だ け で は な ぐ 、 技 術 協 力 や 経済 協力 と いつ 形 で も 行 
われ た 。 この 支援 の お か げ で 、 こ れ ら の 独裁 体制 は 権力 の 座 に 居座り 続け 、 犯 罪 的 行 
為 を 続け る こと が で きた 。」 


「 世 銀 の 財政 援助 や 技術 支援 は 、 い つも 商業 銀行 や 多国 籍 企業 と の 協調 の も と で 行わ 
れる か ら で あ る 。1972 年 に フィ リピ ン で マル コス が 、 ま た 1973 年 に チリ で ピノ 
チェ ト が 独裁 を 始め た 頃 か ら 、 徐 尺 に 新 自 由 主 義 的 な モデ ル が 地球 規模 で 広がり 始め 
た 。 世銀 は この 二 つ の 体制 を 積極 的 に 支援 し た 。」 


「 や が て この よう な 独 替 体制 が 倒さ れ た ら 倒さ れ た で 、 世 銀 は その 後に 作ら れ た 民主 邊 コツ に ャ ネリ / 補 ムジ ナン 


| ri 
A w 
『 

NN の 


的 政権 に 、 前 独裁 体制 が 契約 し た 債務 の 返済 を 要求 する 。 つま り 、 世銀 の 独裁 体制 支 rr 
援 の ツケ は 全て 民衆 が 背負 わ さ れ る 。 いま や 人 太 は 、 自分 たち を 弾圧 する 武器 購入 の ん な 


た め に 独裁 者 が 借り た 金 を 返済 し て いか な けれ ば な ら な い の だ 。」 


「198O 年 代 か ら 90 年 代 に か け て これ ら の 独裁 制 の 大 部 分 は 打倒 され だ た 。 後継 の 政権 は 、 概 し て 世銀 や 1MF の 勧め る 
(ある い は 強要 する ) 政策 を 受け 入れ 、 独 裁 者 が 作っ た 「 洛 い 債務 」(Odious Debt) を 返済 し 続け た 。 債務 の 重荷 と 構造 
調整 政策 の お か げ で 、 世 銀 は 独裁 制 時 代 に 導入 され た 新 自 由 主義 モデ ル を その まま 途上 国 に 押し 付け 続け る こと が で きた 。 
実際 、 独 裁 制 が 覆 さ れ た 後 の 民 主 的 政権 の 方 が 、 上 自律 的 な 発展 モデ ル へ の 有 努力 を 諦め 、 新 自由 主義 的 モデ ル に 基づく 政策 を 
より 積極 的 に 推し 進め て いる 。」 


「 こ の よう に し て 、 グ ロー バリ ゼー ショ ン の 第 2 幕 は 1980 年 代 の 債務 危機 共に 始ま り 、 途 上 国 (周辺 化 さ れ だ 国 尺 ) 
の 産業 先進 国 中 心 を 握る 国有 ) へ の 従属 は 徐 尺 に 強化 され て いっ た 。」 


い ~~ 
「 フ 工 ノ セ = ナ a https://www.cadtm.org/Resisting-the-shock-doctrine 


ショ ッ ク ド クト リン へ の 抵抗 ウクライナ 、 債 務 、 そ し て 復興 


Debt, ピー ーー ニー デー 


MAY 11 
11 AM EDT / 
4 PM BST 


Sushovan Dhar Yuliya Yurchenko Eric Toussaint (1) Cr 


「 戦 争 が 始ま っ た 当初 、 ウ クラ イナ の 対外 債務 は 13OO 億 ドル ほど で oo 2023 年 5 月 時 点 で は 1320 億 ドル で す 。 
(IMF に よる 総額 115O 億 ドル の ) ウクライナ へ の 金融 支援 の 大 部 分 は 債務 (借款 ) と いう 形 を と っ て いま す 。IMF が 
2023 年 3 月 に 罰 名 し た 協定 に 従っ て 行っ た と され る 150 億 ドル の 支援 は 、 実際 に は 150 億 ドル の 負債 (借款) な の で 
す 。 そ し て 負債 で ある た め 、 こ の 負債 の 金利 は 7~8% に な る で し ょ う 。IMF の 資金 援助 は 新 上 自由 主義 的 な 政策 の 延長 に 直 
結 し て いま す 。 つま り 、 さ ら な る 民営 化 、 外 交 洛 や 外国 の 利益 に 経済 を 開放 する だめ の 法 改 正 が 支援 の 条件 な の で す 。 ワク ラ 
イナ へ の 新た な 資金 援助 に よっ て 、 飼 後 10 年 間 で 債務 は 400 億 ドル ほど 増加 し ます 。1320 億 ドル か ら 1700 億 ドル 
に で す 。 し か し 債権 者 た ち は 、 ウ クラ イナ が この 負債 を すべ て 返済 する こと が 不可 能 で ある こと を 完全 に 知っ て いる の で 
す 。 で は 何 が 起き て いる の で し ょ う が か? 主要 債権 団 は 2022 年 7 月 、 ウ クラ イナ 政府 が 債務 返済 を 一 時 停止 する こと を 許 
可 す る 決定 を し まし た 。 そし て 2022 年 10 月 、 戦争 が 終結 する と 予想 され る 2027 年 まで 停止 を 延長 する こと を 決定 し 
まし た 。 ウクライナ が 本 当 に 債務 を 返済 する こと が 不可 能 に な る こと を 知っ て いる 彼ら は 、 債務 再編 を めぐ る 交渉 で これ を 
i 区 まつ っ 。 お そら く 200 億 ドル か 400 億 ドル 程度 の 債務 軽減 と 引き 換え に 、 さ ら な る 条件 が 押し 付け られ る 


ウクライナ の 公 的 債権 者 グル ー プ に よる 声明 


債権 団 メ ン ツン バー は カカ ナダ 、 フ ラン スズ スズ 、。 ド イツ 、 日 本 、 英 国 、 米国 。 コノ ザー パー は 、 イ タリ ア 、 オ ー ス トラ 
リア 、 イー= ス トド リア 。 ベル ギー、 フ ラ シ ルル 、 テン マー ク 。 フィ ン ラ ンド 。 アイ ル ラ ンド 。 イス ラ エ エル 。 韓 
国 ガラ ンタ 、 ノ ルウ ョ ー。、 スペ パイ ノウェ ー ア デア RA 


2022 年 


月 20 日 :22 年 8 月 1 日 以降 、 支 払 期限 が 到来 し た 債務 支払 い を 協調 し て 、 一 年 間 鎖 予 す る 。「 ウ ク 
ライ ナ の これ まで の 債務 支払 い の 遵 守 に 係る 模範 的 な 実績 を 認識 」 
https://www.mof gojp/policy/international_policy/economic_assistance/others/2022072Ohtml 


8 月 14 日: 月 の 発表 に 関す る 覚書 を 締結 。2 年 間 の 支払 い 猫 予 を 認め る 。 


https://www」mof gojp/policy/international_policy/economic_assistance/others/ukraine_20220914.html 
12 月 21 日 : 覚書 を 修正 。「 現 行 の IMF ブロ グラ ム 終 了 に 相当 する 2027 年 3 月 まで 延長 する 。」 


https://www.mof.gojp/policy/international_policy/economic_assistance/others/20231221.html 


政府 間 の 調整 : ドナ ー 調 整 プ ラッ ト フ ォ ー ム 


2022 年 12 月 12 日 G/ 首脳 声明 「 ウ クラ イナ の 復旧 、 復 興 及 び 再 建 を 支援 する 観点 か ら 、 我 々 は 、 ウ クラ イナ 及 
び 国 際 的 な パー トナ ー と 共に 、 ま だ た 、 関 連 す る 国際 機関 太 び 国際 金融 機関 この 貴 密 な 調整 の 下 で 、 複 数 の 機関 か ら 成 る 
ドナ ー 調 整 プ ラッ ト フ ォ ー ム を 設置 する 。 こ の プラ ッ ト フ ォ ー ム を 通じ て 、 我 及 は 、 短 期 的 な 財政 支援 に つい て は 財務 
トラ ッ ク に 特別 な 責任 を 持た せつ つ 、 現 在 行わ れ て いる 短期 的 太 び 長期 的 な 支援 を 提供 する た め の 既 存 の メカ ニズム を 
調整 し 、 更 な る 国際 的 な 資金 太 び 専門 的 知見 を 調整 し 、 ウ クラ イナ の 改革 アジ ェ ン ダ 及 び 民 間 部 門主 導 の 成長 を 奨励 す 
る 。 我 々 は また 、 こ の プラ ッ ト フ ォ ー ム の 事務 局 を 設置 する 。 我 々 な は 、 こ の プラ ッ ト フ ォ ー ム の 設置 及び 継続 的 な 詩 整 
の 取組 を 監督 する 政府 高 到 の 代表 を それ ぞ れ 指名 し 、2023 年 1 月 の で きる だ け 早 い 時 期 に 会 合 す る こと を 求め る 。」 


https://www.mofa.gojp/mofaj/files/100433089.pgdf 


・2023 年 1 月 26 日 ウクライナ 復興 ドナ ー 調 整 プ ラッ ト フ ォ ー ム の 立ち 上 げ (オン ライ ン 会 合 ) EU、 G7 メン 


パー の 代表 、 シ ュ ミ ハリ ・ ウ クラ イナ 首相 、 マ ル チ ェ ンコ 同国 財務 大 臣 、 世 銀 、IMF な ど が 常設 委員 会 の メン パー で ブ 
リュ ッ セ ル に ある 欧州 委員 会 に 事務 局 が 置か れ て し \ る 。 https://wwwmofa_gojo/mofaj/press/release/press4_009598html 


* フ , ラ イ ナ 復 興 ド ナ ー 調 整 プラ ツ ト フ オ ー ム (The Multi-agency Donor Coordination Platform for Ukraine) https://coordinationplatformukraine.com/ 


4 年 間 115O 億 ドル の 国際 支援 パッ ケー ジ 


⑥ ウ クラ イナ の IMF 支援 プロ グラ ム 


「2023 年 3 月 31 日 、IMF 理事 会 は 、2027 年 まで の 4 年 譜 
間 で 156 位 ド ル の ウクライナ 向け 融 交 深 取 極 を 承認 し た 。 中 期 
融資 制度 の 下 で の この 取 極 め は 、 同 じ 4 年 間 の 1,150 億 ド 
ル の 国際 的 な 融資 パッ ケー ジ の 一 部 で あり 、 戦 争 が 続く 中 で 
経済 を 安定 させ る 当局 の 政策 を 支援 し 、 戦 省 が 納まる に つれ 
て 回 復 を 加速 する た め の よ り 広 範 な 改革 を 定着 させ る こと を 
目的 と し て いる 。 中期 融資 制度 の 下 で 新た に 承認 され た この 
取 極 め は 、 ウ クラ イナ を 支援 する た め に 当局 と 策定 し だ 戦略 
の 最終 段階 の 第 3 段階 で ある 。 最初 の 段階 は 、2022 年 の 迅 
速 融 資 ツー ル を 通じ た 総額 27 億 ドル の 堅 急 融 軟 だ っ た 。 第 
2 段階 は 、2022 年 12 月 に 承認 され た 4 が 月 の 理事 会 の 関 
与 に よる プロ グラ ム モ ニタ リッ ツ グ だ っ だ 。 第 2 段階 で の 当局 
の 強力 な 実績 が 、 本 格 的 な IMF プロ グラ ム へ の 道 を 開い た 。」 

IMF 年 次 報告 書 2023 


https://www.elibraryjimf.org/downloadgpdf/book/97984OO240645/979840024O645.xml 


日 本 貿易 振興 機構 (JETRO) 地域 ・ 分 析 レ ポー ト 
ウクライナ - 構造 改革 に より さら な る 経済 回 復 を 図る 


2017 年 11 月 17 日 https://wwwjjetro.go.jp/biz/areareports/2017/3f1O018d4a9cfo988Ohtml 


構造 改革 の 進展 が 課題 

IMF は 、2015 年 か ら ウ クラ イナ に 対し 4 年 間 に 皇 っ て 175 億 ドル の 拡大 信用 供与 措置 (EFF) を 適用 し て いる 。 そ の 
条件 と し て IMF は ウクライナ 政府 に 対し 、 財 政 ・ 金 融 、 為 替 、 企 業 再 編 ・ 私 有 化 、 汚 職 対 策 、 年 金 制 度 改 革 、 公 的 サー ビ 
ス な ど 、 幅 広い 分 野 で 構造 改革 を 求め て いる 。 ウ クラ イナ 政府 は 2016 年 、 為 替 の 安定 維持 、 物 価 上 昇 率 の 低減 、 経常 赤 
字 の 削減 、 ガ ス 料 金 の 値上げ に よる エネ ルギー 分 野 の 赤字 削減 、 汚 職 対策 専門 機関 の 創設 、 公 共 調達 の 電子 化 な ど を 実現 

し た 。 徐 尺 に で は ある が 、 改 革 が 進み つつ ある と いっ て よい 。IMF は 2017 年 4 月 の EFF 第 3 回 レビ ュー で 、 こ れ ま で 
の 改革 内 容 に 対し 全般 的 に 前 向き な 評価 を 下 し た 。 


し か し その 一 旋 で 、 国 有 企 業 の 再編 や 私 有 化 が 不 十分 で ある こと 、 農 地 市 場 の 規制 緩和 、 汚 職 対 策 専 門 の 裁判 所 の 設立 、 
年 金 制度 改 千 、 医 療 制 度 改革 等 が 未 対 功 で ある と 指摘 し 、 そ れ ら に 早急 に 取り 組 の よう ウクライナ 政府 に 求め た 。2017 
年 9 月 、 ダ ニ リ ュ ンク 財務 大 臣 は 、「 縦 済 状 況 は よく な っ て いる が 、 ま だ 不安 定 だ 。 安 定 し た 経済 回 復 と 生活 水準 の 向上 に は 
構造 改革 の 継続 が 不可 欠 だ 」 ご と 述べ 、 構 造 改 革 の 継続 の 必要 性 を 強調 し た 。 


次 回 の EFF 融資 実行 の 判断 材料 と し て 、IMF は 年 金 改革 と 汚職 対策 専門 の 裁判 所 の 創設 を 重視 し て いる 。 ウ クラ イナ は 和 勤 
労 者 数 と 年 金 受給 者 数 が ほぼ 同数 で あり 、 年金 基金 赤字 と 一 人 当たり の 年 金 支 給 額 の 低 さ が 欧州 で 突出 し て いる た め 、 制 
度 構造 の 是正 を 求め られ て いる 。10 月 1 1 日 に 施行 され た 新しい 年 金 制度 で は 年 金 支給 額 が うぅ | き 上 げ ら れ 、 今 後 も イン フ 
レ に 合わ せ て 支給 額 が 自動 的 に 引き 上 げ ら れる こと と な っ た 。IMF が 求め る 年 金 支給 開始 年 齢 の | き 上 げ は 行わ れ な か っ 
た が 、 最 低 納 付 期 間 を 15 年 か ら 25 年 に 引き の ば し 、20O18 年 か ら 2028 年 の 10 年 間 で 毎年 1 年 ずつ 最低 納付 期間 を 
引き 上 げ る こと で 年 金 財政 の 改善 を 図る 。 一 訪 、 汚 職 対策 に 特 化し だ 裁判 所 の 設立 に つい て 、 ポ ロ シ ェ ン 大 統領 は 同 裁 
判 所 に 係る 法案 を 早急 に 作成 する よう 指示 し 、 年 内 の 法案 成立 を 目指 し て いる 。 ウ クラ イナ 政府 が 2017 年 内 の 融資 実行 
を 期待 する 一 万 、IMF は 新年 金 制 度 の 内 容 の 精査 を は じ め 、 各 種 改 革 の 進展 を 注意 深く 見 守る 意向 だ 。 経 済 を 安定 し た 成 
長 軌 道 に 乗せ る た め 、 ウ クラ イナ は 今後 も IMF と 協調 し な が ら 改 革 を 進め る 方 針 だ 。 


2023 年 5 月 時 点 の 額 


SA4202 ん て よさ 。 多く は 財政 支援 で ちる 。 そ の な か 

/ 0 rr で も 、 例 えば 世界 銀行 へ の 信用 補完 

を 通じ た 財政 支援 融資 が 5O 億 ド 
ル を 占め る な ど 

財政 支援 ・ 債 務 救 済 措置 復旧 ・ 復 興 支 援 いわ ゆる 「 真 水 」 部 分 

ie アオ キリ 9 / 億 ド 約 / 億 ドル な いし 贈与 に あたる 部 分 

2 の の 0 

度 、5 年 度 補正 予算 ) な ど 一 部 に と 
ど ま る (23 年 12 月 15 日 時 点 )。 

ge 上 記 世 銀 へ の 信用 補完 に 加え 、 ポ ー 

ラン ド の 政府 系 金融 機関 が 発行 す 

る サム ライ 債 へ の 保証 (930 偽 円 ) 

な ど 、 新 た な 形 で の 財政 支援 も 特徴 

だ と いえ る 。」 


Me 


金 
、 計 
年 


防衛 装備 品 の 供与 2.000 人 を 超え る 電力 関連 機材 


の 供与 


( 訪 弄 チョ ッ キ や ウクライナ か ら の 
ヘル メッ ト 、 ド ロー ン な ど ) 避難 民 の 受け 入れ 


鈴 岡 路 人 (慶應 義塾 大 学 総合 政策 学部 准 教 授 ) 
「 な ぜ ウ クラ イブ ナ 支 援 が 必要 な の か 」 


https://www.spf.org/iina/articles/tsuruoka_23.html 


[ JICA を 通じ た 支援 ] 
(参考 ) 独 キ ー ル 世界 経済 研究 所 「Ukraine 
大 型 変圧 施設 地雷 や 不発 弾 の 複 旧 ・ 復 仁 の た め の ウクライナ 産 の 笑子 を 提供 し 


除去 支援 ・ 研 修 建 機 な どの 供与 諾 筑 生 産能 力 の 還 複 を 支援 Support Tracker」 
https://www.ifw-kiel.de/topics/war- 


発電 機 の 供与 


against-ukraine/ukraine-support-tracker/ 


ワク ライ ブナ 支援 に 名 を 情 り だ 、 融 資 機関 で ある 世銀 や 日 本 企業 へ の 支援 
ウクライナ 向け 支援 (財政 ・ 民 間 活 動 等 


~ 医療 セク ター の 基幹 イン フラ の 復旧 支援 等 に 充当 予定 。 
セミ ナー の 情報 を 、 関係 省庁 を 通じ て 日 本 企業 に も 周知 。 


【 参 考 】 G7 等 の 財政 支援 

> 2023 年 5 月 11-13 日 の G7 財 相 ・ 中 銀 総裁 会 合 に お いて 、 日 本 の 55 億 ドル を 含め 、 G7 各国 ・ 機 関 が 440 億 ドル の 2023 年 及び 2024 年 初頭 の 財政 ・ 経 済 支 
援 へ の コミ ッ ト を 確認 (G7 各 国 ・ 機 関 は 、2022 年 に 327 億 ドル の 財政 支援 を 動員 ) 。 
2023 年 3 月 、4 年 間 で 156 億 ドル 規模 の IMF 支 援 プ ログラム が 承認 。 


J - = し が な: 
> クラ イナ 復興 経済 支援 (SURED 信託 基金 」 に 、 最初 の ドナ ー と し て 抽出 。 人 易 金融 や ウクライナ 向け 投 吉 資 の 政治 リス ク へ の 


保証 の 供与 に より 民間 セク ター を 支援 。 


開発 金融 機関 及 EL: 5 投 融 資 の 促進 の た め 、 JBIC が 主導 し て 設立 に 合意 。5 月 12 日 、 ウクライナ の マル チェ ンコ 財務 大 臣 参 
加 (オン ライ >) の も と 、 東 計 8GC 本 店 で ロー ンチ イベ ント を 開 休 、 6 月 21 日 の ウクライナ 復興 会 議 に お いて MoU に 署名 。 


能力 開発 支援 : ウリ クラ イ だ 
ウクライナ の 能力 開発 を 目的 と し た IMF の マル チ ド ナー 信託 基金 に 2 百 万 ドル の 資金 貢献 を 実施 し 、 


「 最 近 の 国際 金融 情勢 に つい て 」 財務 省 国際 局 2023 年 11 月 10 日 


https://www.mof.gojp/about_mof/councils/customs_foreign_exchange/sub-foreign_exchange/proceedings/material/gai2023111O_3.pgdf 


世銀 グル ー プ の 一 つ 、MIGA (多数 国 間 投資 保証 機関 ) の 俣 野 弘 長官 は 
1988 年 魔 大 経 卒 、 東 京 銀行 ( 現 三 菱 UFJ 銀行 ) 入行 、2015 年 三菱 
東京 UFJ 銀 執 行 役員 、1 7 年 東 銀 リ ー ス 常務 執行 役員 、19 年 12 月 か 


ら MIGA 長官 。 
2022/5/ 13 に 日 経 新 聞 イ ンタ ビュ ー 掲 載 。 http://resultsjp.sblojp/article/189531879html 


公 的 セク ター 


IBRD 


IDA 


国際 復興 開発 代行 国際 開発 協会 国際 金融 公社 多数 国 賠 投資 保証 機 半 


中 所 得 国 へ の 長山 キー 株 式 投 次 長期 政治 リス ク 保険 


接 術 支 揚 技術 支 揚 アド バイ ザ リ ー 開 務 信用 保証 


貿 晃 金 融 


政策 提言 政策 提言 


億 上 国 向け 民間 企業 
へ の 投 醒 資 の 促進 


民間 企業 に よる 途上 国 ・ 


度 、 法 制 、 お よび 規制 の 改 進 
間 痢 | 人 新興 国 向け FDI の 促進 


「 途上 国 に お ける 偶 困 の 撲滅 て 縦 済 
の 発展 に お いて は 、 公 的 な 支援 だ け 
で は 足り ず 民 間 人 資金 こ 技術 を 動員 す 
る こと が 必要 不可 欠 で す 。MIGA で 
は 民間 企業 が 直面 する 夫 尺 の 国 の リ 
スク (政治 リス ク ・ 非 商業 的 リス ク ) 
を 国際 金融 機関 こし て 保証 する こと 
で 投資 を 実現 させ 、 雇 用 創出 を は じ 
め 、 給 水 、 電 気 供給 な どの 基礎 的 イ 
ン フ ラ の 整備 、 金 融 シ ステ ム の 強化 、 
税収 確保 、 技 人 能 や 技術 的 ノウ ハウ の 
移転 、 そ し て 環境 に 配慮 し た 天然 資 
源 の 活用 等 に 真 献 し て いま す 。」 
MIGA 公式 サイ ト よ り 


https://www.miga.org/miga-japan 


「2027 年 まで 支払 い 停止 が あめ る と いい まし た が 、 そ れ に は 例外 が あり ます 。 IMF と 世界 銀行 へ の 支払 い は 、 債 権 者 と 
し て の 優先 順位 を 維持 する た め に 総 続 され る の で す 。IMF は 、 ウ クラ イナ に 直接 支払 い を 求め る こと な ぐ く 、 返 済 を 維 
持 す る 方 法 を 考案 し まし た 。IMF は G7 お よび ベル ギー、 オ ラン ダ 、 リ ト ア ニア 、 フ ィ ン ラ ンド な ど と 協約 を 結び 、 
ウクライナ が IMF に 金額 を 返済 する た め に 、 信 託 基金 を 通じ て IMF に 資金 を 提供 し て いる の で す 。 こ れ は 世界 銀行 


も 同じ で す 。 ま っ た だ たく スキ ャ ンダ ラス な こと で す 。」 


エリ ッ ク ・ ト ゥ ー サ ン 


JBIC の 法 改正 ・・・ 日 本 の 産業 の 国際 競争 力 の 維持 ・ 向 上 


株 式 会 社 国際 協力 銀行 法 の 一 部 を 改正 する 法律 OFLT: 


e 2023 年 4 月 7 日 、 日 本 経済 を 取り 巻く 国際 情勢 の 変化 等 を 踏ま え 、「 日 本 の 産業 の 国際 競争 カ 
の 維持 ・ 向 上 に 資す る サプライ チェ ー ン の 強 勅 化 」、「 テ ジタル ・ グ リー ン な どの 成長 分 野 を 見 据え 
た 、 ス ター ト ア ッ フ 企業 を 含む 日 本 企業 の 更 な る リス ク テ イ ク の 後押し 」、「 国 際 協 調 に よる ウ ク ラ イ 
ナ 復 興 支援 へ の 参画 ] を 柱 と する 株 式 会 社 国際 協力 銀行 法 の 一 部 を 改正 する 法律 が 成立 。 


① 日 本 の 産業 の 国際 競争 力 の 維持 ・ 向 上 に 資す る サプライ チェ ー ン の 強 坦 化 


$ 日 本 企業 の みな ら ず 、 日 本 企業 の サプライ チェ ー ン や 産業 基盤 を 支え る 外国 企業 も バッ ケー ジ で 支 
援 可能 に 


$ 海外 で 開発 し た 資源 等 を 日 本 に 輸入 する 場合 の みな ら ず 、 日 本 企業 が 海外 で 引き 取る 場合 も 輸 
入金 融 に よる 支援 が 可能 に 
$ 日 本 企業 の サプライ チエ ー ン 強 揚 化 に 係る 海外 事業 資金 を 国内 経由 で 融資 可能 に 
② ス ター ト ア ッ フ 企業 を 含む 日 本 企業 の 更 な る リス ク テ イ ク の 後押し 
$ 海外 事業 を 行う 国内 スタ ー ト アッ フ 企 業 や 中 堅 ・ 中 小 企業 へ の 出資 社債 取得 等 が 可能 に 
$ 特別 業務 勘定 の 対象 分 野 を 拡大 し 、 資源 開発 、 新 技術 ・ ビ ジネス モデ テル の 事業 化 、 ス ター ト ア ッ プ 
企業 へ の 出資 等 を 対象 に 追加 


③ 国 際 協 調 に よる ウクライナ 復興 支援 へ の 参画 
$ 国際 金融 機関 に よる ウクライナ 向け 融資 を JBIC が 保証 可能 に 
※③ (国際 協調 に よる ウクライナ 復興 支援 へ の 参画 ) は 2023 年 4 月 15 日 か ら 施行 、 そ の 他 施策 の 施行 日 は 2024 年 3 月 31 日 まで に 別途 政令 で 指定 。 


人 人 人 道 状況 改善 ・ 


⑲ 農 業 の 発展 
zx【2 有 Mg 多 本 主計 当 開 天然 界面 活性 剤 の 製造 実証 
直人 ⑬ デ ジタル ・ICT 
意 復 【GEba 
の 汚 騰 対策 ・ 

ガバ ナン ズ 


無償 資金 協力 158 億 円 、 
イン フラ 復旧 ・ 復 興 


医療 関連 企業 に よる 支援 


2 纏 調 され る 「 民 間 」 の 支援 

「 了 分野 で 計 十 数 本 の 合意 文書 に 署名 。 日 本 政府 は 緊急 衝 
旧 支 援 と し て 、 地 雷 除 去 機 や 仮設 橋 な ど を 提供 する た め 1 
58 億 円 (1 億 ドル ) の 無償 資金 協力 の 供与 を 表明 する 。 


生活 再建 日 本 政府 は ロシア の 侵攻 に 対抗 する 武器 を 供 号 で き な い 


衛星 デー タ に よる 営農 支援 


無線 ネッ トワ ー ク 、 サ イ バ ー 
風力 事業 、 熱 電 併 給 


日 本 買 易 振 興 機構 (ジェトロ ) 
な どこ と の 情報 共 


ウクライナ と 覚書 を 交わ す 主 な 企業 ・ 団 体 と 内 容 
イン フラ 
イン フラ 整備 の 議論 の 場 


デジ タル 義肢 の 製作 


の 


アラ イド ・ カ ー ボ ro 
ン ・ ソ リュ ー ン ョ | 現地 の 農作物 を 原料 に し 


ンズ た 有機 界面 活性 剤 の 製造 


2 男 介 の クレ ジッ ト 才 


来 日 を 予定 する 主 な ウクライナ 企業 


エネ ルギー 


ET 


代わ り に 技術 力 で 経済 復興 に 貢献 し 、 国 際 社会 で の 存在 感 
発揮 を 図る 。 企 業 側 に は ビジ ネス チャ ンス を 広げ る 狙い が 


ある 。 | 東京 新聞 ウェ ブ 版 2 月 11 日 httos://www tokyo-np.co.jp/article/308841 


CKS、 ヨー 日 ビア ン ・ ビ ル 
デザ シン ダグ ・ テ ノロ ジー ズ 


マル コ 、 ク ウェ ルト ス 


セン トル ネル ゴ 、DTEK 


BDO、ELEKS、 シ グマ ・ ソ フ 
トド トウェア 


( 左 ) 日 経 新 聞 2024 年 1 月 19 日 https://wwwnikkei.com/article/DGXZQOUA114OGOR1OC24A1OOOOOO/ 


( 右 ) 日 経 新 聞 2024 年 2 月 5 日 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGRO1ONAOROOC24A2OOOOOO/ 


ウクライナ 投資 プラ ッ ト フ ォ ー ム 


2023 年 6 月 22 日 本 芳正 外務 大 臣 @ ロ ンド ン : ウクライナ 復興 会 議 


/ ) UkraineRecoverV 「G7 広 島 サ ミッ ト で は 、 ウ クラ イナ の 復旧 ・ 復興 に 向け て 、 今 次 会 合 
Conference 


の メイ ン テ ー マ の 一 つ で ある 民間 部 門 の 役割 の 重要 性 に つい て も 確認 し 

6 っ まし た 。 G7 と し て 共同 声明 を 発出 し 、 そ の 中 で 、 多 数 国 間 投 資 保証 機 
関 (MIGA) に ウクライナ 復興 ・ 経 済 支援 (SGURE) 信託 基金 が 設立 さ 
れ た こと 、 ま た だ た 、 我 が 国 の JBIC が 主導 し て 『 ウ クラ イナ 投資 プ ブラット 
フォ ー ム 』 が 立ち 上 が っ だ こと を 歓迎 し まし た だ た 。 多 数 国 間 投 資 保証 機関 
の 信託 基金 に は 、 日 本 は 2300 万 ドル の 拠出 を 行い まし た だ た 。『 ウ クラ 
イナ 投資 ブ プラット フォ ー ム 』 に つい て は 、 本 日 、 立 ち 上 げ の 調印 式 が 行 
われ る ここ と を 歓迎 し ます 。」 


「 本 プラ ッ ト フ ォ ー ム は 、 ウ クラ イナ 支援 に 関す る G7 首脳 声明 を 開 還 3 
庄 ま え 、G7 の 関 発 金融 機関 及び EBRD 欧州 復 身 関 発行 が 連 常 し 【 旋 午 議 8 
て ウクライナ 復興 支援 を 行う こと を 目的 と し て お り 、 具 体 的 に は 、 主 較 
に 民間 セク ター に お ける ウクライナ 復興 支援 に 関す る 情報 交換 や フ 


ァ イ ナ ンス 面 で の 協 働 を 行う も の 」JBIC2023 年 5 月 12 日 の プレ スリ リー ス | 
https://www.jbic.go.jp/ja/information/press/press-2023/0512-017763.html 


2023 年 5 月 12 日 、G7 広島 サミ ッ ト 一 週間 前 、 財 務 省 ・ 中 央 銀行 総裁 会 合 (5/11-5/13) の 間 に 東 京 で (株 ) 国際 協力 銀行 (JBIC)、G7 各国 の 開発 
金融 機関 お よび 欧州 復興 開発 銀行 (European Bank for Reconstruction and Development、 以 下 「EBRD」) が 「 ウ クラ イナ 投資 プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 
(Ukraine Investment Platform) の 設立 に 合意 。G 月 22 日 同 プ ラッ ト フ ォ ー ム の 業務 協力 協定 を ロン ドン の ウクライナ 復興 会 議 の 際 に 締結 。 
https://wwwjbic.gojp/ja/information/press/press-2023/O512-O17763html 
https://Wwwwjbic.gojp/ja/information/press/press-2023/press_OOO35.html 


な せ 帳 消し な の が 


【 ウ クラ イナ 政府 の 債務 残高 】 1 フリ ヴィ ニャ は 約 4 円 


Ukraine: National debt from 2018 to 2028 
(in billion U.S. dollars) 
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@ Additional Information Show source @ 
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人 @ 戦 時 下 で 急増 する 財政 赤字 、 ウ クラ イナ の 戦時 財政 は どこ まで 持続 可能 か : 疲 員 し た ウクライナ に 債務 の 返済 は 非 現実 的 、 債 務 再 編 に 応じ る 
覚悟 は ある か (土田 陽介 : 三菱 UFJ リサーチ & コ ン サ ル テ ィ ン グ ・ 副 主任 研究 員 ) 


「 日 本 も ウクライナ に 有償 資金 協力 を 実施 し て いる が 、 支払 能力 が 低下 し きっ た 戦後 の ウ ク ラ 
イナ に 、 そ の 返済 を 求め る こと は 現実 と し て 難し い 。」 


2023 年 3 月 31 日 の 拡張 基金 ファ > 
リティ (EFF) 156 億 ドル 融資 は 、 そ 
の 後 、G 月 の 定量 業務 基準 審査 、9 月 
末 の 指標 目標 達成 、10 月 末 の 構造 指標 
A 基準 の 達成 を 経て 、12 月 11 日 に 
EFF の 第 二 回 和憲 査 を 終え て 、 や っ と 9 


XfinQ@⑥g⑮ SI MFuma INTERNATIONAL MONETARY FUND 検索 


関連 項目 回 回 、 

es ーー | 億 ドル が 引き 出せ た だ 。2027 年 まで の 
レン ス 39 0 理事 会 、 

2 | 主要 経済 指標 の 目標 値 を 設定 する な 

ウクライナ : 2023 年 第 4 条 協 議 、 延 長大 金 間 査 を 終了 こ \ 厳 し し \ 条 件 が 課せ ら に の れる 。 ラ 今春 3 


ファ シリ ティ に 基づく 延長 取決め に 基づく 2023 年 12 月 11 日 
第 2 回 見 直し 、2023 年 12 月 11 日 

・ IMF 理 事 会 は 本 日 、2023 年 の 第 4 条 協議 を 終了 し 、 ウ クラ イナ 向け 拡大 基金 ファ 
ウクライナ : 選択 され た 問題 に 関す る 文 シリ ティ ー (EFF) に 基づく 拡大 取り 決め の 第 2 次 番 査 を 完了 し 、 
書 、2023 年 12 月 11 日 ドル (6 億 6.390 万 SDR) 相当 の 資金 を 引き 出す こと が 可能 と な 
た め に 流さ れる 。 


・ 当局 は 厳し い 状 況 下 で EFF 公 約 に 向け て 力強く 前 進 し て お り 、6 月 
る 定量 的 業績 基準 を すべ て 満た し 、9 月 末 ま で は 指標 目標 を 、10 
指標 の 大 部 分 を 満た し て いる 。 
・ ウクライナ 経済 は 依然 と し て 顕著 な 回 復 力 を 示し て いる が 、 見 通 

戦争 に 関連 し た 極め て 高い 不 確 実 性 の 影響 を 受け て いる 。 欧 州 周 


回 目 の 改定 審査 に 臨む 。 


Xfin@@m⑤ 握 プ IMFmma INTERNATIONAL MONETARY FUND 検索 “ 


に つい て 研究 能力 開発 Ee ok 4 動画 デー タ 出版 物 


関連 リン ク 向け た グリ ー ン リカ バリ ー を 促進 し な が ら 、 マ クロ 経済 の 安定 

ー を 強化 し 、 再 建 努 力 を 支援 する に は 、 国 内 歳入 動員 と タイ ムリ ー 
ウクライナ と IMF > 部 資金 の 組み 合わ せ を 含む 、 継 鏡 的 な 強力 な オー ナー シッ プ と 改 
IMF 政策 アド バイ ス -- ファ クト シー で ある 。 。 


回 回 
https://wwwjimf.org/en/News/Articles/2023/ 12/1 1/pr23433- 


ukraine-2023-article-iv-consultation-and-the-second-review- 
undler-the-eff-arrangement 


MM ヤク ラ シ ュ カ こす 昌 時 


ウクライナ 大 統領 ウォ ロディ ミル ・ ゼ レン スキ 
ー と の 会 談 に 関す る IMF 専 務 理 事 ク リス タリ 
ナ ・ グ オル ギ エ ワ の 声明 


関連 項 


民営 化 ユリ ア ・ ユ ル チ ェ ンコ 説 


「 私 は 、 ウ クラ イナ の 鉄道 シス テム に 対す る 新た な 攻撃 と 、 そ れ を 民営 化し よう つと する 試み が 見 られ る だ ろう と 予想 し て 
いる 。 こ の 事業 が 民営 化 さ れず 、 一 元 化 され た 組織 で あっ た こと は 、 信 を 避難 させ 、 前 線 に 物資 弾薬 を 運び 、 食 料 ① 
医療 品 を 運ぶ の に 重要 な 役割 を 果たし た 。 私 は イギリス に 住ん で いる が 、 か つて 鉄道 は 国有 化 さ れ て いた だ た 。 そ の 後 、 民 営 
化 さ れ 、 バ ラバ ラ に な っ だ た 。 も し ウクライナ で その よう な こと が 起こ れ ば 、 貧 困 ラ イン を 下回る 人 及 が さら に 増え る こと 
に な る 。 偶 困 の さら な る 女性 化 を 意味 する 。 つ まり 、 肉 体 的 に も 精神 的 に も 深刻 な トラ ウマ を 負い 続け る こと に な る の 
だ 。 こ の よう な 復興 計画 に は 、 ボ ラン ティ ア や 赤十字 の よう な さま ざま な 国際 機関 が 人 尺 に 援助 を 提供 し て いる 以外 に 
は 、 何 も な い 。. 


「 ど この 国 の 政府 も 、 エ ネル ギー 価格 の 高騰 を この 戦争 の けい に し て いる が 、 そ ぞ それは お し ろ 、 エ ネル ギー 会 社 が 課す 民営 
化 さ れ た だ ゆすり た だ た かり の 料金 の すい で ある こと が わか っ て いる 。 そ の 結果 が 外国 人 霞 怖 症 と 社会 的 累 張 で ある 。 一 般 の 
人 尺 は 、 難 民 が 自分 た ち に は な いも の を 得 て い る の を 見 て 、 民 悩 する 。 私 は それ を 批判 する つも り は な い 。 し か し 、 問 題 
は 別 の と ころ に ある 。 少 な く と も ウクライナ や その 他 の 地域 で 、 主 要 産 業 を 公 的 礼 理 下 に 置く こと な く ぐ 、 深 刻 な 再 分 配 を 
行わ な けれ ば 、 国 際 的 な 緊張 は さら に 高まり 、 戦 争 ① 憎 し み は さ ら に 増え る だ ろう 。 極右 や ファ シス ト ね 派 が 強化 され る 
こと に な る 。 こ れ は 歴史 から 学ん だ こと だ が 、 同 時 に 私 た ちの 身の回り に ある も の で も ある 。 こ の よう な こと が 起き て い 
る こと を 知る の に 、 歴 史書 は 必要 な い 。 こ れ を 止め る に は 、 根 本 的 な 再 分 配 が 必要 で あり 、 個 人 の 手 に 渡る こと の な か っ 
だ た は すず の 資産 を 私 た ちの 手 に 取り 戻し 、 私 た ち が 生 きる た だ ため の 地球 を 手 に 入れ る チャ ンス が ある の だ 。」 


「 た と えば 、 戦 争 の さなか に も か か わら ず 、 最 大 の オリ ガル ヒ が 所 有する DTEK 社 の よう な 最大 手 の エ ネル ギー 配給 会 社 
は 、 エ ネル ギー 価格 を 国際 市 場 レ ベル に 戻 そ うと いう 話 を し て いる 。 こ れ ら の 企業 は 、 そ も ぞ そ も 民 営 化 さ れる べき で は な 
か っ た 企業 で ある 。 な ぜ な ら 、 国 有 資 産 の 民営 化 に 関す る 現在 の 大 幅 に 水増し され た 法律 で さえ 、 エ ネル ギー の よう な 重 
要 な 産業 は 民営 化 の 対象 外 と され て いる か ら だ 。 こ れ ら の 産業 は すべ て 、 現 行 法 に 反し て 民営 化 さ れ て いる 。 し た が っ 

て 、 戦 時 経済 下 に ある と いう 事実 は 別 と し て 、 こ れ ら の 産業 を 公有 に 戻す 法 的 根拠 は ある 。 し か し 、 そ の だ た め の 政 治 的 意 
記 が な い 。 す で に 述べ だ よう に 、 現 在 の 政治 的 思考 は 国 の 利益 @ 人 太 の 利益 に 反し て いる 。」 


民 品 化 世界 銀行 ・ 


日 本 の 支援 


緊急 経済 復興 開発 政策 借款 <oo22 年 2 月 24 日 開始 、 調印 は 5 月 16 日 ) 


https://www2jjica.gojp/ja/evaluation/pdf/2022_UKR-C3_1_s.pgf 


2021 年 12 月 世銀 「 経 済 復 興 開発 政策 ロー ン 2」 (DPL-2) が 実施 され 、2022 年 3 月 の DPL-2 追加 借款 に あわ せ て 「 緊 急 経済 復 
興 開発 政策 借款 」 を 策定 し 、( 1 ) 独占 ・ 腐 敗 の 防止 (一 国有 企業 民営 化 ・ 民 間 資 金 導 入 )、(2) 土地 ・ 金 融 市 場 の 強化 (一 農地 売却 ・ 金 
融 上 自由 化 )、(3) 社会 保障 制度 の 強化 ( 王 年金 支給 年 引き あげ 等 ) 等 の 事業 に 協調 融資 (円 借款 13O 億 円 、 世 銀 約 4 億 4 万 ユー ロ )。 
2022 年 2 月 15 日 (ロシア 侵攻 1 週間 前 ) 岸田 ・ ゼ レン スキ ー 電 話 会 談 で 言及 し た 1 億 ドル 借款 支援 の 一 環 。 


https://wvwwv.youtube.com/watch'Pv=nvfqg33F8SmJk 
DPL-1 の 政策 アク ショ ン (達成 済 ) | DPL-2 の 政策 アク ショ ン (達成 済 ) | 指標 名  "”  。  。 | 基準 値 | 目標 値 


1 ) 非 独占 化 ・ 腐 敗 防止 に 向け た 制度 整備 


1 : 2020 年 1 月 1 日 に 、 以 下 を 通じ 
て 国営 会 社 ナ フト ガス 社 が 保有 する ガ 
ス 輸 送 シ ステ ム を 民営 化 。① 民 営 化 の 
た め の 法 律 の 制定 、 
②UKRTRANSGAZ 社 ( ナ フ ト ガ ス 社 
の 100% 子 会 社 ) の 財務 諸表 か ら Gas 
TSO LLC の 財務 諸表 へ の ガス 輸送 シ 
ステ ム の 資産 の 移管 。 


2 : 公共 イン フラ へ の 民間 投資 を 誘致 
し 、 コ ン セ ッ シ ョ ン 事 業 の 透明 性 を 確 
保 す る た め の 法 的 枠組 み を 強化 する た 
め の 法 律 を 制定 。 


3 : 国家 汚職 防止 局 (National Agency 
of Corruption Prevention, NACP) の ガ 
バナ ンス を 強化 する 法律 を 制定 する と 
共に 、 不 正 蓄財 に 対す る 責任 を 明確 化 
し 、 不 当 な 資産 の 民事 没収 を 可能 に す 
る 法律 を 制定 。 


1 : 借 入 人 は 2020 年 12 月 3 日 に 内 陸 
水運 の 法律 を 制定 し 、2021 年 1 月 9 


1 : 国家 エネ ルギー・ 公 益 事業 規制 
委員 会 (National Energy and 
Utilities Regulatory Commission, 
NEURC) が 制定 し た ガス 輸送 費 に 2 二 Ao 
基づき 、 ガ ス 輸 送 に よる 収入 が 透明 
性 の 高い 形 で 新しく 独立 し た Gas 
TSO LLC に 支払 われ る こと 。 
日 に 借入 人 官報 で 正式 に 発表 。 開 か れ 


2 : プロ ジェ クト ファ イナ ンス を 通 

じ て 民 間 投資 が 動員 され 、 契 約 締結 0 2 

され た 港湾 に 関す る コン セッ ショ (2019 年 ) | (2021 年 ) 
た 規制 枠組 み を 確立 し 、 事 業者 の 内 陸 | ご 事業 の 数 。 


水運 へ の 平等 な アク セス を 可能 に し | 3 : ドニ プロ 川 の 船 (貨物 船 含む ) | 11.938 14.300 
た 。 の 運行 数 の 20% 増 加 。 (2019 年 ) | (2021 年 ) 


4 : 優先 順位 に 基づい て 選択 され 、 

ラン ダム に 割り 振ら れ た スタ ッ フ 0 1.500 
に より 、 改 善 され た 方 法 に 基づき 検 | (2020 年 ) | (2022 年 ) 
証 さ れ た 高 リ スク の 不正 申告 の 数 。 


2 ) 土地 ・ 人 金融 市 場 の 強化 


4 : 農地 の 売却 及び 土地 の 担保 利用 を 
可能 に する 法律 に 加え 、 地 籍 デー タ へ 
の アク セス 及び 地籍 と 登記 簿 間 の 関連 
性 を 改善 する こと に よる 透明 性 を 強化 
する 法律 の 制定 。 


2 : 借 入 人 は 2021 年 4 月 28 日 に 法律 
「 土 地 関 係 分 野 に お ける 管理 シス テム 
の 改善 及び 規制 緩和 の た め の ウ クラ イ 
ナ の 法制 度 の 改正 」 を 制定 し 、2021 
年 5 月 26 日 に 借入 人 官報 で 正式 に 発 
表 。 土 地 謙 渡 手続 き の 合理 化 及び 土地 
管理 の 地方 分 権化 に より 、 土 地区 画 の 
作成 、 譲 渡 、 使 用 手続 き を 簡素 化し 、 
国有 地 の 所 有 権 と 管理 業務 を 国家 測 
地 ・ 地 図 ・ 土 地 台 帳 庁 か ら 地方 自治 体 
に 移管 し た 。 
3 : 借入 人 は 2021 年 5 月 18 日 に 法律 
「 電 子 オ ー ク ショ ン に よる 土地 区 画 の 
売却 及び その 使用 権 の 取得 に 関す る ウ 
クラ イナ の 法制 度 の 改正 」 を 制定 し 、 
2021 年 6 月 25 日 に 借入 人 官報 で 正式 
に 発表 。 国 有 地 売却 に お ける 電子 オー 
クシ ョ ン の 義務 付け 等 に より 、 地 方 の 
国有 地 使用 を 規制 し た 。 
4 : 借 入 人 は 2021 年 11 月 4 日 に 法律 
「 農 業 に お ける 融資 の 部 分 保証 の た め 
の 基金 に つい て 」 を 制定 し 、2021 年 
11 月 23 日 に 借入 人 官報 で 正式 に 発 
表 。 部 分 信用 保証 制度 の 設立 に より 小 


150.000 
hectares 
(2022 年 ) 


5 : モラ トリ アム 期間 中 に 個人 が 売 | 0 hectares 


Guarantee, PCG) 制度 を 活用 し た 
小 規模 農家 対象 の 融資 実行 。 


(読売 2 の /16) ウクライナ の 農業 復 出 、 ク ボタ や ヤン マー な ど 日 本 の 6 社 が 農機 や 先進 機材 投入 … 覚 書 締結 へ 調整 
https://wwwyomiuri.cojp/economy/20240215-OYT1T5O206/ 


規模 農家 に と っ て 手頃 で 効果 的 な 融資 
手段 を 構築 し た 。 


5 : ウクライナ 中 央 銀行 (National 
Bank of Ukraine, NBU) が 不良 債権 の 
條 十 間 に 関す る 灘 を 更 行 する と と 7 : 国有 銀行 の 2020 年 以前 の 不良 UAH3.970 Ne 
も に 、 リ スト ラク チャ リン グ や 元 本 削 債権 ポート フォ リオ 総額 億 億 以下 
減 を 伴う 売却 、 債 務 削 減 と いっ た 従来 (2019 年 ) | (2021 年 ) 
の 手法 で 国有 銀行 の 不良 債権 処理 を 行 
うこ と を 可能 と する 閣議 承認 。 

6 : 国 家 金融 サー ビス 委員 会 を 廃止 し 、 


規制 機能 を NBU と 国家 証券 市 場 委員 8 : NBU と NSSMC に よる 保険 会 


社 、 信用 組合 、 年 金 基金 、 そ の 他 ノ 


会 (National Securities and Stock 未 実施 実施 済 


Market Commission, NSSMC) に 委譲 at dierenteioian (2019 年 ) | (2021 年 ) 
する こと に より 、 ノ ン バ ン ク 金 融 機 関 所 

の 規制 枠組 み を 強化 する 法律 を 制定 。 - 

3) 社会 保障 制度 の 強化 

5 : 借入 人 は 閣僚 会 議 を 通じ て 2022 

~2024 年 の 予算 申請 を 承認 し 、 退 職 者 | 9 : 物 価 ス ライ ド 制 を 用 いた 年 金 計 

の 年 金 を 2022~2024 年 の 3 月 1 日 ま | 算 に よる 物価 上 昇 の 反映 と 、 そ れ に | 未 実施 実施 済 
で に 計算 する こと を 義務 付け る 内 容 を | よる 年 金 増加 に 伴う 年 金 受 給 者 に | (2019 年 ) | (2022 年 ) 
含む 予算 申請 を 2021 年 5 月 31 日 に 国 | 対す る 支援 の 改善 。 

会 に 提出 し た 。 


7 : 年 金 受給 者 の 購買 力 を 高め る た め 、 
物価 スラ イド 制 を 適用 し た 年 金 の 計算 
に 用 いる 指数 及び 計算 日 を 開 議 承認 。 


| 日 本 な ら で は の 支援 」 こ は 「 あ の 人 」 


な ら で は の 支援 の こと 


「 日 本 の ODA に 占め る 
力 (円 借款 等 ) の 割合 が 多い の は 、 
開発 を 与え られ た も の と し て で は な 
く 、 開 発 途上 国 自身 の 事業 と し て 取 
り 組 の 意識 を 高め る こと が 、 効 果 的 
な 開発 協力 の た め に 重要 と の 考え に 
基づき 、 途 上 国 の 人 及 自 ら に よる 経 
済 成長 へ の 努力 を 支援 する こと を 目 
的 と し て いる た めで す 。 途上 国 側 か 
ら 見 れ ば 、 自 ら が 借り た お 金 で 国 の 
社会 や 経済 の 発展 を 目指 し だ 事業 を 
行う こと に な り 、 そ れ だ け に 一 生 懸 
命 に 事業 に 取り 組 の こと に つなが り の 
ます 。 円 借款 事業 が 終了 し た 後 も 、 

途上 国 の 人 及 が 自ら に よっ て 事業 を 
持続 ・ 発 展 的 に 行え る よう に な る こ 
と を 目指 し だ 協力 を 行っ て いる 点 

は 、 


こと いえ ます 。」 


「2022 年 版 開発 協力 白書 日 本 の 国際 協力 
18-19p 


図表 I -9 


(ODA 支 出 総額 (以下 同様) : 
483 億 ドル ) 


6 位 . イタ リア 


5.5%ー ユ ーーーーー 0.0% 


34.0% 


4 


2.0%— 83% 


(165 億 ドル ) 


(53 億 ドル ) 


出典 : OECD デ ー タ ベー ス (OECD.Stat) (2022 年 12 月 ) 
( 注 ) 

・2021 年 DAC 実績 上 位 10 か 国 、 支 出 総額 ベー ス 。 

・ 四 捨 五 入 の 関係 で 合計 が 100% と な ら な いこ と が ある 。 


(47 億 ドル ) 


DAC 諸 国 の 援助 形態 別 実績 (2021 年 ) 


3 位 . 日 本 
3.1%—— 


15.8% BS26 
% 


(55:294) 
(220 億 ドル ) 


7 位 . カナ ダ 


ローーー0.0% 


21.6% 
on 
10.29 


(64 億 ドル ) 


DAC 諸 国 合計 


1.295 一 一 一 一 


26.8% 


て マフ 


(1.995 億 ドル ) 


4 位 . フラ ンス 


(194 億 ドル ) 


2.0% クタ 


5.8% コ 
(60 億 ドル ) 


田 二 国 問 無 償 
剛 二 国 間 技 協 
較 一 国 問 政 府 貸付 等 
国際 機関 向け 贈与 
国際 機関 向け 政府 貸付 等 
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「 日 本 らし い 支 援 」「 ト ラン プ ら し ゆい 支 援 」 で は な く 「 人 間 ら し い 支 援 」 が 必要 
スシ ョ バン ・ ダ ー ル 


「 債 務 の 全部 で は な い に せ よ 、 その 多く は 
不当 な も の で す 。 現在 の 債務 は 民衆 の 利益 
に 反し て 借り 入れ られ た も の で あり 、 人 だ 」 ' 
が 返済 し な けれ ば な ら な いた め 悪 質 で も “ ING THE SHOCK DOCTRINE 
ある 。 これ が 、 債務 帳消し を 求め る 私 た ち Ukraine。 Debt, and Reconstruction 
の 要求 の 根幹 を な し て いま す 。 ウクライナ 
は 戦争 状態 に あり ます 。 さら に 、 ウ クラ イ ・ 
ナ は ヨー ロッ パ で 最も 貧し い 国 の ひと つ MAY 11 
で す 。 そ し て 、 大 き な 人 道 的 危機 が ある 。 | 

難民 の 数 は 膨大 で 、 現 在 約 820 万 人 が ウ Ee 1AM EDT / 
クラ イナ 国外 で 生活 し て お り 、540O 万 人 4 4 PM Bs! 
が 国内 避難 民 、56O 万 人 が 帰還 し た 元 難 
民 。 その よう な 人 だ が 再 定住 し 、 生 活 と 収 Sushovan Dhar Yuliya Yurchenko Eric Toussaint 
入 の 機会 を 回 復 し 、 最も 基本 的 な レベ ル で 
尊厳 ある 生活 を 取り 戻す こと が 非常 に 大 
き な 課 題 で す 。 債務 返済 どこ ろ で は あり ま 
せん 。」 


エエ リッ クト ウー サン 


「 債 務 返済 の 停止 は 解決 策 で は な く 、 ウ クラ イナ の 債務 を 完全 に 帳消し に する こと が 必要 だ と 主張 すべ き で す 。 ゼ レン スキ 
ー 政 権 が 新 自 由 主義 の 石 派 政 権 で あめ る こと は 明らか で す 。 債権 者 を 満足 さけ ば たい が た め に 借金 め 債務 返済 に 葵 成 し て いま す 。 
これ に は 、 国 内 債権 者 で ある オリ ガル ヒ ⑤ ウ クラ イナ の 富裕 層 に 国内 債券 を 販売 する こと も 訪 ま れる 。 私 た ち に と っ て 、 新 
自由 主義 的 プロ グラ ム に 代わ る プロ グラ ム と は 、 債 務 を 帳消し に する こと で あり 、 生 産 部 門 の 社会 化 と 銀行 部 門 の 接収 、 そ 
し て 国内 の 最 負 困 層 に 有利 な 財政 改革 を 伴う も の で す 。 つ まり 、 対 外債 務 の 返済 で は な く 、 ウ クラ イナ の 真 の 人 間 の 成長 こ 
復興 に 資金 を 提供 する 必要 が ある の で す 。」 


ウクライナ 経済 復興 ビジ ネス フォ ー ラ ム 」 に お ける 上 川 外務 大 臣 ビ デオ ・ メ ツ ッ セ ー ジ 
https://www.mofa_.go.jp/mofaj/press/release/pressit_OOOOO1_OO312.html 


「 ウ クラ イナ が 平和 を 取り 戻し 、 ウ クラ イナ の 美しい 大 地 を 再び 目 に す 
る こと が で きる よう 、 ま た 、 戦 争 に お いて 特に 脆弱 な 立場 に ある 女性 や 
子ども た だ た ち を 守り 、『 人 間 の 尊厳 』 が 確保 され る よう 我が国 と し て 取組 
を 倍加 し な けれ ば な ら な いと の 思い を 強く し まし た 。」 


ウクライナ に 対す る 債務 救済 措置 (債務 支払 猫 予 万 式 ) に つい て 2023 年 1 月 17 日 


マ 反 ン 
條 イカ 省 https://www.mofa_go.jp/mofaj/press/release/press1_OO1251.html 


我が国 は 、 ウ クラ イナ に 対す る 債務 救済 措置 (債務 支払 釘 予 方 式 ) に 関し 、 同 国 と の 間 で 交渉 を 行っ て きた 結果 、 こ の ほ 
ご ど 支払 猫 予 条件 の 細目 に つき 合意 し まし た だ た 。 こ れ を 受け 、 こ の た だ ため の 書簡 の 交換 が 1 月 16 日 (現地 時 間 同日 )、 ウ クラ イ 
ナ の 首都 キー ウ に お いて 、、 松田 邦 紀 駐 ' ワ クラ イナ 日 本 国 特 本 全権 大 使 と セル ヒー・ マ ル チ ェ ンコ ・ ウ クラ イナ 財務 大 臣 (HE. 
Mr. Sergii MARCHENKO, Minister of Finance of Ukraine) と の 間 で 行わ れ ま し た 。 


今回 の 債務 救済 措置 (債務 支払 獲 予 万 式 ) は 、 ロ シア の 侵 賠 戦争 に よる ウクライナ へ の 経済 的 影響 を 軽減 する た め 、 ウ クラ 
イナ 政府 の 要請 に 応え 、2022 年 7 月 20 日 に 我が国 を 含 お 公 的 債権 者 グル ー プ (カナ ダ 、 フ ラン ス 、 ド イツ 、 日 本 、 英 国 
及び 米国 ) が 公 的 債務 の 支払 獲 予 を 公表 し 、 こ れ を 実行 する た め に 2022 年 9 月 14 日 に 署名 され た 公 的 債権 者 グル ー プ 
と ウクライナ と の 間 の 覚書 に 基づく も の で あり 、 概 要 は 以下 の と お り で す 。 

な お 、 本 件 は 、 本 年 1 月 6 日 の 日 ・ ウ クラ イナ 首脳 電話 会 談 に お いて 、 岸 田 文雄 内 閣 給 理大 臣 が 伝達 し た 、「 ウ クラ イナ 
に 対す る 債務 支払 釘 予 」 の 取組 を 具体 化す る も の で す 。 


(1) 対象 と な る 債務 : 2022 年 7 月 31 日 より 前 に 契約 され だ 借款 契約 に 基づい て 支払 われ る 債務 の つ ち 、 
2022 年 8 月 1 日 か ら 2023 年 12 月 31 日 まで の 間 に 弁 済 期 限 が 到来 し た 元 本 及び 利子 。 
(2) 対象 と な る 債務 の 総額 : 独立 行政 法人 国際 協力 機構 (JICA) 関係 債務 : 約 78 億 円 
(3③) 支払 方 法 : 2027 年 6 月 15 日 に 始ま る 10 回 の 均等 半年 央 払 
(4) 繰延 金利 : 独立 行政 法人 国際 協力 機構 (JICA) 関係 債務 : 0.65% 


我が国 は 、 引 き 続 き 、G7 を 始め と する 国際 社会 と 連携 し な が ら 、 国 難 に 直面 する ウクライナ の 人 尽 に 寄り 添っ た 支援 を 実 
施し て いき ます 。 

(参考 ) ウクライナ 基礎 デー タ 

ウクライナ は 、 面積 6O 万 3.7OO 平 亡 キロ メー トル (日 本 の 約 1.6 倍 )、 人 口 は 約 4.414 万 人 (2020 年 、 世界 銀 行 )、 
一 人 当たり 国民 総 所 得 (GND は 4.120 米ドル (2021 年 、 世 界 銀行 )。 


人 間 の 生活 こ 労 働 一 一 1 長興 計画 で 忘れ られ て いる こと 


「 昨 年 (2022 年 ) スイ ス で 、 戦 後 初 の ウクライナ 復興 会 議 が 開催 され まし た が 、 そ の 目的 は 非常 に 素 晴 
らし いも の で し た 。 さ ま ざ ま な 国際 的 パー トナ ー と ウクライナ の 政府 関係 者 の 間 で 、 イ ン フ ラ 、 経 済 、 環 
境 、 社 会 の 復興 の た め に 新た な 制度 的 枠組 み が 必 要 で ある こと が 合意 され まし た だ た 。 そ し て 、 パ ー ト ナー シ 

ッ プ 、 箕 明 性 、 法 の 支配 、 民 主 的 参加 、 男 女 平等 と 包摂 、 持 続 可 能 性 と いっ た 原則 の も と に 、 こ れ ら すべ 
て が 行わ れる べき だ と いう こと が 合意 され だ た の で す 。 こ れ は 素晴らし いよ うに 聞こ えま す が 、 こ の よう な 
大 き な 目 標 が どの よう に 達成 され る こと に な っ て いる の か を 調べ 始め る と 、 手 段 と 目的 が 一 致し て いな い 
こと が わか り ま す 。 例 えば 、 ジ ェ ン ダー 平等 や イン クル ー ジ ョ ン [だ れ 一 人 取り 残さ な い ] は 、 社 会 基金 
の 削減 、 医 療 の 削減 、 教 育 の 削減 、 社 会 的 再生 の 削減 が 実施 され る な か で は 達成 され る こと は あり 得 ま せ 
ん 。 そ の 上 、 例 えば 多く の 幼稚 園 ① 学 校 が 爆撃 を 受け まし た が 、 そ の 再建 計画 は 民間 投資 家 を 誘致 し 、 あ 
る 種 の 豪華 な 建物 を 建設 する こと で 提案 され て いま す 。」 


「 こ の 大 き な 復 興 計画 で 忘れ られ て いる 重要 な こと の 一 つ は 、 復興 の 中 心 に は 人 間 が いる と いう つ こと で す 。 
現在 、 約 1200 万 人 が 難民 と し て リス ト ア ッ プ され て いま す 。 避難 し た の は 、 圧 倒 的 に 女性 、 子 ども 、 
高齢 者 が 多い 。 男 性 は 、 し ば し ば 国外 に 出る こと が 許さ れ ま せん で し た だ た 。 つ まり 、 私 た ち は こ の 巨大 な 疎 
開 と いう 大 惨事 に 直面 し て いる の で す 。 特に 国家 的 な 社会 的 再生 産 機能 で ある ケア 経済 で は 、 女 性 の 肩 に 
が かかっ て いる 職業 が た くさ ん あり ます 。 ウ クラ イナ に 限っ た こと で は あり ませ ん が 、 ウ クラ イナ の 状況 は 
非常 に 顕著 で す 。 こ の 復興 計画 に お いて 、 市 場 ベ ー ス の 経済 復興 〇 民間 投 資 の 誘致 が 優先 され 、 社 会 支出 
は 削減 され て いる と 想定 すれ ば 、 社 会 的 に 建築 物 や 資金 を 提供 し て も 、 女 性 め 子 ども た だ た ち が 戻 っ て こら れ 
る よう な 計画 は 何 も な い の で す 。 社会 的 住宅 プロ グラ ム に つい て の 話題 も あり ませ ん 。 雇 用 機会 が 完全 に 
枯 潟 し 、 雇 用 の 受け 皿 も 、 幼 稚 園 も 、 そ の 他 の サー ビス へ の アク セス も な いと き 、 人 有 尺 は 何 の た め に ワウ ク 
ライ ナ に 戻っ て くる と いう つの で し ょ うか や また だ た 、 ご どう つや っ て 賃 労 働 に 参加 で きる の で し ょ うつ か? そん 
な こと は 不可 能 で し ょ う 。」 


(〈 つ づき ) 人 間 の 生活 こ 労 働 一 一 復興 計画 で 忘れ られ て いる こと 


「 人 だ 々 は 、[ 戦 争 が 終わ っ て ] この 国 に 人 尺 が 戻れ ば 再建 は 進 の だ ろう と 思っ て いま す 。 私 は すでに 何人 も 
の 労働 組合 員 と 話 を し まし た が 、 彼 ら は 、 新 た な 組合 員 を 育成 で きる は ず な の に 、 そ の 労働 者 た ちがい な 
いこ 言っ て いま し た 。 こ の よう な 事態 は 、 建 設 、 医 療 な ど 、 あ ら ゆ る 経済 の 基幹 と な る 主要 産業 で 起き て 
いま す 。 IT 部 門 が 復興 の 要 に な る と いう 議論 が あり ます 。 し か し 、 誰 が オフ ィ ス の 床 の 掃除 を する の で し 
ょ うか 誰が 配管 を 修理 する の で し ょ うつ か? 誰が 電線 を 交換 する の で し ょ うか や その よう な 労働 に 従事 す 
る 人 有 尺 が 戻っ て くる だ た め に 再建 され た も の は 何 も な い の で す 。」 


「 そ の 上 、 労 働 者 の 権利 や 労働 基準 法 は この 1 年 で すっ か り の 変わ っ て し まい まし た 。 労働 者 の 約 7O% が 雇 
用 と 社会 的 保護 の 権利 を 失い まし た 。 昨 年 (2022 年 ) の 夏 、 最 低 賃金 は O7OO ウクライナ ・ フ リヴ ニ 
ャ [1 フリ ヴィ ニャ 3.82 円 の 現在 の レー ト で 約 2 万 6 千 円 ] だ っ だ た が 、 こ れ は 高 イ ン フ レ と 通貨 切り 
下げ を 反映 し た も の で し た 。 こ ん な 低 賃 金 で は ご どこ に も 行け ませ ん 。 


「IMF を は じ め と する ウクライナ の 新 自由 主義 機関 は 、 ウ クラ イナ で は か な いり の 数 の 雇用 が 創出 され て いる 
と 言っ て いま す 。 し か し 、 私 が 話 を する 人 だ は 仕事 を 見 つけ る こと が で き て いま せん 。 その 上 、 海 外 に は 
1200 万 人 の ウクライナ 人 が 避難 し て いま す 。 そ ぞ それ ら の 人 太 の 仕事 は どこ に ある の で し ょ うか ”? 復 興 の 範 
囲 と 規模 は 絶対 的 な ベース で す 。 そ の だめ に は 、 ウ クラ イナ に は 多額 の 資金 が 必要 で すし 、[ 無 償 の ] 補 
助 金 も 必要 で す 。」 


国際 機関 や G7 諸国 の 資金 ・ 財 政文 援 は 、 新 目 由 主義 政 琴 の 実施 を 業 件 こし 
た 「 支 援 」。 日 本 の 民間 企業 は その ベー ス の 上 で 「 投 資 」 し 、 リ スク は 政府 が 
引き 受け る 。 


71 い 


な ぜ せ 無 業 件 な の か 一 一 民衆 に よる 債務 監 樹 


スシ ョ ヴァ ン 「 ウ クラ イナ の 債務 に つい て 国際 的 な 債務 監査 を 要求 し な けれ ば な ら な 
いで し ょ う 。 (その 国 の 民衆 運動 に よる 債務 監査 が 望ま し い が ) 戦争 状態 で は 、 戦 争 
状態 に な い 他 の 地域 に 存在 する よう な 活発 な 市 民 社 会 は 難し いで し ょ う 。 そ の よう な 
国際 的 な 民衆 巧 査 で 明らか に な っ た 不当 で 悪質 な 債務 は 一 万 的 に 返済 を 拒否 すべ き で 
し ょ う 。 経済 的 な 民主 主義 だ け で な ぐ く 政治 的 な 民主 主義 を 回 復 さ ば せる か ご ど つか が に か か 


つ て し \ る 。 」 All details, full analysis The so-called 
、 0 Rescue of Greece 


・ そ も そ も 借 り た 責任 が な い (独裁 者 が 借り た ) Troikaga RC people 
・ そ も そ も 借 り た 責任 が な い (貸す 側 の 都合 ) xr 

・ そ も そ も 借 り だ 資金 の 恩恵 を 受け て いな 

・ そ も そ も 借 り た 以上 に 返済 し て いる 

・ そ も そ も 返 済 の た め に 生存 権 や 人 権 が 制限 され る 人 ete 
・ そ も そ も 貸 し た 側 を 救済 する た め の 借 金 ml HU ER 


ーー ernment 


ギリ シャ が 受け 取っ た 救済 資金 の 77% は 、 教 育 、 医 療 、 イ ン フ ラ へ の 投資 
で は な く 、 金 融 セ クタ ー (銀行 、 金 融 機 関 な ど ) に 直接 投入 され た 。 


文 こ つい っ た 視点 で 債務 を 監査 する 債務 監査 ギリ シャ 危機 で 誕生 し た 進歩 派 連合 政 
権 で は 国会 に 委員 会 が 設置 され 、 エ リッ ク ・ ト ゥ ー サ ン ら が 委員 を 務め た 。 


人 民 の 気概 一 一 民衆 債務 監 倉 の エネ ルキ ギ キー 


「 契約 文書 の ウクライナ 側 負 担 事項 部 分 に つい て は タフ な 交渉 と なり ま し 
だ た 、 と て も 清 尺 し い 気 持ち に な り ま し た 。」 JlcA 企画 部 審議 役 小林 秀 弥 さ ん 


「 ウクライナ 政府 と の 交渉 を 終え て 」2023 年 8 月 3 日 


(ウクライナ 政府 と の 交渉 で 感じ た こと ) 

「 ゼ レン スキ ー 大 統領 の も と で 人 材 登用 が 進ん で いる と 思 
れ 、 ど の 省庁 を 訪問 し て も 30~40 歳 代 くら い の 比 較 的 若い 
_ 世代 の 行政 官 が 次 官 や 局長 こい っ た 責任 ある 立場 で 交渉 に 出 

表 て きま し た だ た 。 い ずれ も 優秀 な 人 た ち で 、 不 慣れ な JICA 事業 を 
直ちに 理解 し 対応 も 早く 、 昼 夜 を 分 か た ず 、 休 日 に も 質問 
確認 の メー ル が 入り 、 無 償 人 資金 の 受け 入れ に つい て ウ ク ラ イ 
ナ の 国益 を 最大 化す る た だ ため に ボイン ト を つい た 質問 が 飛ん で 
きま し た 。 資金 の 流れ や ウクライナ 側 負担 事項 に つい て は 特 
に 慎重 に 協 』 事項 を 確認 する 姿勢 に 接 し て 、 彼 ら 彼 女 だ ちの 
復旧 ・ 復 興 に か ける 真剣 さ が ひ し ひし と 伝わっ て きま し た 。 契約 文 書 の ウクライナ 側 負担 事項 部 分 に つい て 
は 、 最 終 合 意 の 局面 で は タフ な 交渉 と な り ま し た が 、 と て も 清々 し い 気 持ち に な り ま し た 。 私 自身 、 ウ クラ 

イナ の 復旧 ・ 復興 そし て 開発 に 回 け て ウクライナ の 人 友 と 協 働 す る こと の 意義 を が み し め て いま す 。」 


https://wwwjica.gojp/information/blog/1516O88_21942.html 


ユリ ア ・ ユ ル チ ェ ンコ 


「 オ ゴル タナ ティ ブ な 政治 勢力 を 求め る 信 の 非常 に 強い 要求 が め あります 」 


「IMF は 平均 的 な ウクライナ 人 に と っ て よく 知ら れ た 存在 で す 。 彼 ら に は 生 件 と 鞭 が セッ ト で す 。 実際 、 ゼ 
レン スキ ー は 大 人 気 こ な っ だ 『 人 民 の し も べ 』 と いう ドラ マ で 主役 を 演じ た こと で 大 統領 に 当選 し まし た 。 
彼 は ウクライナ 国内 で 公然 と IMF に 反対 する 教師 を 演じ た の で す 。 こ の よう な ドラ マ が 大 人 気 だ っ た こと は 、 
人 が IMF が 果たす 役割 を どれ ほど 知っ て いる か が わか り ま す 。 し か し 、 ウクライナ で は 、 こう し た だ 業 件 が 
ある た め 、 規 制 ① 政 策 立案 者 を 拘束 する 束縛 に つい て も 非常 に 強い 理解 が な され て いる の で す 。」 


「 オ ゴル タナ ティ ブ な 政治 勢力 を 求め る 人 尺 の 非常 に 強い 要求 が あり ます 。 
活動 家 や 団体 は た ぐさ ん あり ます 。 ア ナ キ スト も いる し 、 社 会 主義 者 も 
いる し 、 フェ ミニ スト や LGBTQI の 活動 家 も いま す 。 これ ら の 人 だ は 避 
難民 の 第 一 波 と こと その後 の 避難 民 支 援 に 貢献 し て お り 、 ど の よう な 政策 の 
た め に 闘う 必要 が ある の か 、 ま た どの よう な 政策 が 必要 な の か に つい て 
も 知っ て いま す 。 債 務 に 付随 する 業 件 を 終了 する 必要 が ある こと を 含め 、 
変え る こと が 必要 だ と 理解 し て いる の で す 。」 


「 人 だ は 社 芸 的 な 公共 政策 と 経済 政策 を 望ん で いま す 。 そ し て 人 だ は 
IMF が 鞭 を 伴う こと を 理解 し て いま す 。 彼ら は 西側 諸国 に 経済 的 野 選 が 
あり 、 この 国 を 賠 礁 し よう と し て いる の を 理解 し て いま す 。 彼ら は また 、 
オリ ガル ヒ た だ たち が 、 異 な る 国旗 の 下 、 多 数 の 異な る パス ポー ト を 持っ て 
Idfii det 1h ぎ loan yet. 同じ ゲー ム を し て いる こと も 知っ て いる の で す 。」 


風刺 テレ ビ コ メ ディ ー『 人 民 の 奉仕 者 』 の ワン シー ン 


「 私 が メン バー で ある 「 社 会 運動 」 と いう 社会 主義 を 目指 す グ ルー プ は 、 世 界 中 の さま ざま な 政治 組織 や 活 
動 家 組 織 と 協力 し て きま し た 。 私 た ち は 、 ウ クラ イナ 債務 を 帳消し に する キャ ン ペ ー ン の 呼び か け で 人 尺 と 
協力 し て いま す 。 ま た だ た 、 ウ クラ イナ は 債務 の 鎖 の 下 に ある 多く の 国 の 一 つ で あり 、 債 務 の 鎖 に つなが れ て い 
る 世界 中 の 労働 者 人 民 と の 連帯 を 築く べき だ と 主張 し て いま す 。」 
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